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｢新たなステージに対応した防災・減災のあり方｣
の公表について

国土交通省水管理・国土保全局防災課
大臣官房参事官（運輸安全防災）

気象庁総務部企画課

　この度、「新たなステージに対応した防災・減災
のあり方」をとりまとめましたので、お知らせしま
す。
　今回のとりまとめは、雨の降り方が局地化、集中
化、激甚化しているという状況、あるいは、大規模
な火山噴火がいつ起きてもおかしくないという状況
を、「新たなステージ」として捉え、それに対応す

るための今後の検討の方向性について、とりまとめ
たものです。

【添付資料】
・新たなステージに対応した防災・減災のあり方概
要
・新たなステージに対応した防災・減災のあり方
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Ⅰ．国土交通省関係予算の概要

　平成27年度国土交通省予算は、「東日本大震災か
らの復興加速」、「国民の安全・安心の確保」、「地域
の活性化」及び「成長戦略の具体化」の ４分野に重
点化し、一般会計として公共事業関係費 5兆1,767
億円（国費）、非公共事業費6,121億円、東日本大震
災復興特別会計として6,966億円を計上し、施策の
効果の早期実現を図ることとしています。

平成27年度国土交通省予算（国費）
⑴　一般会計	 5 兆7,887億円
　公共事業関係費	 5 兆1,767億円
　　・一般公共事業費	 5 兆1,232億円
　　・災害復旧等	 534億円
　非公共事業費	 6,121億円
　　・その他施設費	 464億円
　　・行政経費	 5,656億円
⑵　東日本大震災復興特別会計	 6,966億円

　（別表①②参照）

Ⅱ．水管理・国土保全局関係予算の概要

第 １　予算の基本方針
　○気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災

害や切迫する大規模地震に対し、ハード・ソフ
ト一体となった予防的対策や、甚大な被害が発
生した地域における再度災害防止対策等、国土
強靱化に向けた取組を推進。

　○管理施設の老朽化に対応するため、新技術の導

入や長寿命化計画策定を通じたトータルコスト
の縮減を図る等の取組を推進。

　○賑わい、美しい景観、豊かな自然環境を備えた
水辺を創出し、魅力あるまちづくりを支援。

　○東日本大震災被災地の復旧・復興を加速させる
ため、堤防等の復旧・整備を推進。

第 ２　予算の主要項目
⑴　防災・減災
　○気候変動等に伴う水害の頻発・激甚化に備えた
治水対策	 【4,035億円】

　○大規模土砂災害等に備えた対策	 【786億円】
　○南海トラフ巨大地震、首都直下地震等の大規模
地震に備えた地震・津波対策	 【346億円】

⑵　戦略的維持管理・更新	 【1,816億円】
⑶　水辺の未来創造	 【93億円】
⑷　下水道事業関係費	 【53億円】

第 ３　新しい日本のための優先課題推進枠
⑴　激甚な水害・土砂災害が発生した地域において
集中的に実施する災害対策	 【1,173億円】
⑵　水災害分野における気候変動適応策の推進のた
めの調査・検討経費	 【0.1億円】
⑶　民間のノウハウ・資金を活かした下水道管渠整
備の推進	 【 2 億円】

第 ４　東日本大震災からの復旧・復興経費
	 【2,659億円】
⑴　復旧・復興（復興庁一括計上）	 【2,405億円】
⑵　全国的な防災・減災	 【255億円】

平成27年度国土交通省関係予算決定概要

国土交通省水管理・国土保全局防災課
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事　　　　項
平成27年度 前年度

備　　　　　考
うち「新しい日本
のための優先課題
推進枠」

対前年度
倍　　率

（Ａ） （Ａ/Ｃ） （Ｂ） （Ｃ）

治 山 治 水 779,210 1.00 115,237 776,600 １ ．本表は、沖縄振興予算の国土交通省関係分を含む。

２．推進費等の内訳（平成27年度）は、
　　　災害対策等緊急事業推進費  16,832百万円
　　　官民連携基盤整備推進調査費  397百万円
　　　北海道特定特別総合開発事業推進費 4 ,443百万円
　である。

３．本表のほか、委託者の負担に基づいて行う附帯・受託工
事費77,805百万円（前年度 86,898百万円）がある。

４．本表のほか、
　⑴　東日本大震災からの復興対策に係る経費（東日本大震
災復興特別会計）

　　　復 旧・復 興  655,255百万円
　　　全 国 防 災 4 1,325百万円
　　　　　 計  696,580百万円
　⑵　内閣府計上の地域再生基盤強化交付金 4 3,068百万円
　がある。

５．計数は、整理の結果異動することがある。

治 水 755,454 1.00 110,679 754,832

海 岸 23,756 1.09 4,558 21,768

道 路 整 備 1,328,048 1.00 184,823 1,322,818

港 湾 空 港 鉄 道 等 420,822 1.00 70,992 420,749

港 湾 231,411 1.00 45,815 231,223

空 港 87,701 0.98 13,994 89,701

都 市・幹 線 鉄 道 22,490 0.93 10,592 24,087

新 幹 線 75,450 1.05 0 71,950

航 路 標 識 3,770 1.00 591 3,788

住 宅 都 市 環 境 整 備 543,339 0.99 107,153 548,558

住 宅 対 策 154,086 0.99 23,900 156,432

都 市 環 境 整 備 389,253 0.99 83,253 392,126

市 街 地 整 備 31,839 1.02 5,214 31,090

道 路 環 境 整 備 332,125 0.99 74,391 335,125

都 市 水 環 境 整 備 25,289 0.98 3,648 25,911

公 園 水 道 廃 棄 物 処 理 等 33,561 1.01 4,107 33,121

下 水 道 5,348 1.00 1,030 5,324

国 営 公 園 等 28,213 1.01 3,077 27,797

社 会 資 本 総 合 整 備 1,996,554 1.00 208,662 1,996,419

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 901,805 0.99 84,758 912,362

防 災・安 全 交 付 金 1,094,749 1.01 123,904 1,084,057

小　　　　　計 5,101,534 1.00 690,974 5,098,265

推 進 費 等 21,672 0.95 0 22,931

一般公共事業計 5,123,206 1.00 690,974 5,121,196

災 害 復 旧 等 53,449 1.00 0 53,449

公共事業関係計 5,176,655 1.00 690,974 5,174,645

官 庁 営 繕 17,726 1.01 540 17,633

そ の 他 施 設 28,692 0.98 5,313 29,406

行 政 経 費 565,637 1.02 28,030 556,502

合　　　　　計 5,788,710 1.00 724,857 5,778,186

平成27年度国土交通省関係予算総括表

別紙①

１．国土交通省関係予算国費総括表  （単位：百万円）
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平成27年度水管理・国土保全局予算（国費）
⑴　一般会計	 8,518億円
　・一般公共事業費	 8,001億円
　　　治水事業等関係費	 7,947億円
　　　下水道事業関係費	 53億円
　・災害復旧関係費	 534億円
　・行政経費	 11億円
⑵　東日本大震災復興特別会計	 2,659億円
　・復旧	 2,324億円

　・復興	 81億円
　・全国防災	 255億円

（別表③④参照）

　なお、平成26年度補正予算概要及び平成27年度災
害復旧関係予算については、次号にて紹介を予定し
ております。

別紙②
（参考）平成２７年度東日本大震災復興特別会計予算総括表  （単位：百万円）

事　　　　　項
平成２７年度 前年度

備　　　　　考復旧・復興 全国防災 復旧・復興 全国防災対前年度
倍率

対前年度
倍率

対前年度
倍率

（A=B+C）（A/D） （B） （B/E） （C） （C/F） （D=E+F） （E） （F）

１．「復旧・復興」欄の計数は、
復興庁所管である。

２．平成27年度の全国防災には、
精算還付金として
　　　治水  221百万円
　　　道路整備  1百万円
　　　港湾  0.2百万円
　　　道路環境整備  28百万円
　を含む。

３．計数は、整理の結果異動する
ことがある。

治 山 治 水 33,672 0.99 8,064 1.00 25,608 0.99 34,090 8,101 25,989 

治 水 26,802 1.05 8,064  1.00 18,738 1.07 25,610 8,101 17,509 

海 岸 6,870 0.81 0 − 6,870 0.81 8,480 0 8,480 

道 路 整 備 197,479 1.16 197,478 1.16 1 皆 増 170,585 170,585 0 

港 湾 空 港 鉄 道 等 34,869 0.99 28,702 1.03 6,167 0.81 35,366 27,795 7,571 

港 湾 34,869 0.99 28,702 1.03 6,167 0.81 35,366 27,795 7,571 

住宅都市環境整備 118 0.65 90 0.90 28 0.34 181 100 81 

住 宅 対 策 90 0.90 90 0.90 0 − 100 100 0 

都 市 環 境 整 備 28 0.34  0 − 28 0.34  81 0 81 

道 路環境整備 28 0.34  0 − 28 0.34  81 0 81 

公園水道廃棄物処理等 200 皆 増 200 皆 増 0 － 0 0 0 

国 営 公 園 等 200 皆 増 200 皆 増 0 − 0 0 0 

社会資本総合整備 126,653 1.51 117,132 1.54 9,521 1.22 84,082 76,306 7,776 

一般公共事業計 392,991 1.21 351,666 1.24 41,325 1.00 324,304 282,887 41,417 

災 害 復 旧 等 299,952 1.15 299,952 1.15 － － 260,291 260,291 －

公共事業関係計 692,943 1.19 651,618 1.20 41,325 1.00 584,595 543,178 41,417 

そ の 他 施 設 60 0.02 60 皆 増 0 皆 減 2,633 0 2,633 

行 政 経 費 3,577 0.42 3,577 0.42 0 － 8,525 8,525 0 

合　　　　　計 696,580 1.17 655,255 1.19 41,325 0.94 595,753 551,703 44,050 
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平成27年度 水管理・国土保全局関係予算総括表

別紙③

  （単位：百万円）

事　　　　　項

事　業　費 国　　　費

備　　　　　考平成２７年度 前年度
予算額

対前年度
倍　　率 平成２７年度 前年度

予算額
対前年度
倍　　率

うち「新し
い日本のた
めの優先課
題推進枠」

（A） （B） （A/B） （C） （D） （E） （C/E）

治 山 治 水 840,322 832,467 1.01 769,418 113,667 766,818 1.00 １ ．東日本大震災復興特別会計に
計上する復旧・復興対策事業に
係る経費については、別紙④の
平成２７年度「東日本大震災復興
特別会計」水管理・国土保全局
関係予算総括表に掲載してい
る。

２．本表のほか、
　⑴　前年度には消費税454百万
円

　⑵　社会資本総合整備（国費
2.00兆円［省全体］）

　⑶　内閣府計上の地域再生基盤
強化交付金（国費43,068百万
円［国全体］）がある。

３．四捨五入の関係で合計値が合
わない場合がある。

治 水 826,358 820,535 1.01 755,454 110,679 754,832 1.00

海 岸 13,964 11,932 1.17 13,964 2,988 11,986 1.17

住 宅 都 市 環 境 整 備 事 業 25,289 25,911 0.98 25,289 3,648 25,911 0.98

都 市 環 境 整 備 25,289 25,911 0.98 25,289 3,648 25,911 0.98

下 水 道 6,502 5,992 1.09 5,348 1,030 5,324 1.00

一 般 公 共 事 業　 計 872,113 864,370 1.01 800,055 118,345 798,053 1.00

災 害 復 旧 等 67,960 67,338 1.01 50,640 − 50,640 1.00

災 害 復 旧 49,100 45,391 1.08 37,237 − 35,180 1.06

災 害 関 連 18,860 21,947 0.86 13,403 − 15,460 0.87

公 共 事 業 関 係　 計 940,073 931,708 1.01 850,695 118,345 848,693 1.00

行 政 経 費 1,071 1,096 0.98 1,071 121 1,096 0.98

合　　　　　計 941,144 932,805 1.01 851,766 118,466 849,789 1.00 
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１．はじめに
　兵庫県では、佐用町を中心に甚大な被害をもた
らした平成21年 8 月の台風第 9号災害からの復
旧・復興のため、総延長54.6㎞にわたる河川改修
に取り組んでいます。
　ここでは、この河川改修に併せ、佐用町の復興
を支援することを目的に実施している、「地域の
魅力である歴史的景観に配慮した河川整備」、「河
川管理用通路等を活用したリバーウォーキングコ
ース整備」など、さまざまな取り組みについて紹
介します。

佐用観測所で最大時間雨量81.5㎜、24時間雨量
326.5㎜という既往最大の降雨量を記録し、佐用
町を中心に死者行方不明者20名、浸水家屋2,000
戸以上の甚大な被害をもたらしました。
　兵庫県では、この災害からの復旧・復興を目的
に、平成21年度から千種川水系緊急河道対策（以
下、「緊急河道対策」という）として、千種川、
佐用川等で延長54.6㎞にわたる河川改修を実施し
ています（図− 1）。
　平成25年度末時点の進捗率は、護岸工事の着手
率91%（完成率79%）であり、特に被害が甚大で
あった佐用川では、着手率94%（完成率85%）と
なっています。

３ ．取組みの概要
　平成21年 8 月の台風第 9号災害からの復旧にあ
たっては、緊急河道対策による河川改修を行うだ
けでなく、復旧後の佐用町復興、更なる魅力向上
に資することを目的に、各地区の特徴を踏まえた
改修方法、今後の利活用等を地域住民、佐用町と
ともに検討し、さまざまな取り組みを行うことと
しました。
　平福地区では、歴史的景観等を活かした河川改
修等、久崎地区では、桜堤の再生等、市街地地区
では、地域交流・健康増進を目的としたウォーキ
ングコースの整備、大垣内地区ではホタルの再生
への取り組みを行っています。
　以下、各地区での取り組み状況について詳述し
ます。

４ ．各地区での取り組み
４－１　平福地区
　佐用町平福地区は、江戸時代に建造された利神
城の城下町として町並みが形成され、その後、因
幡街道随一の宿場町となり、現在でもその武家屋

地域の魅力を高める千種川での災害復旧について

…………………兵庫県西播磨県民局光都土木事務所河川復興室

図－ １　千種川水系緊急河道対策の概要

２．河川改修の状況
　平成21年 8 月の台風第 9号災害では、気象庁
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敷跡や大正期以前の建築物が残る歴史的景観を有
した地域であります。特に佐用川右岸側沿いの石
垣に並ぶ川座敷、土蔵群が当地区ならではの川端
風景を形成するなど、風光明媚な地であります。
　このことから、当地区の河川改修にあたっては、
川端風景等の景観との調和を図り、歴史的景観の
維持及び地域の更なる発展のため、佐用町、地域
住民の参画と協働による景観検討会を実施しまし
た。

　検討の結果、護岸は、コンクリートブロックで
はなく、コンクリートを使用しないアンカー付空
石積護岸とするなど、歴史的景観に配慮した河川
改修を行うこととしました（写真－１ ）。
　また、佐用川沿いの風情ある景観等が観光資源
として活用されるよう、佐用川左岸側の河川管理
用通路の遊歩道整備や、巨石を利用したベンチの
設置、誘導案内板等を設置するなど、宿場町と川
沿いを散策する新たな周遊コースを整備しました
（図－２ ）。
　その他、護岸の一部には、埋蔵文化財調査で発
掘された堀の石垣の石材を活用しています（写真
－３ ）。
４－２　久崎地区
　千種川と佐用川に囲まれる佐用町久崎地区は、
平成21年災害のみならず、過去に幾度となく水害
を受けている地区であります。地区住民の川への
思いが強い地区でもあり、改修で失われる「桜堤
の再生」や「水害経験の継承」を望む声が多く聞
かれました。このような背景から当地区の復興に

写真－ １　川端風景と改修状況

写真－ ３　護岸整備状況（石垣石材活用）

写真－ ２　遊歩道等整備状況

図－ ２　平福地区遊歩道整備等概要図

堀発掘状況

資する川づくりについて、地区住民ら
とともに検討し、緊急河道対策に併せ、
地域住民の憩いの場となるかつての桜
堤の再生と水害経験を後世に伝える仕
掛けを備えた周遊コースの整備を行う
こととしました。
　去る平成26年 3 月 6 日には、地元の
久崎小学校全校児童や地元自治会によ
る「桜づつみ植樹会」を開催しました。
　また、佐用町は、復興の象徴的な場
所として、当地区に復興祈念碑の設置
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を予定しており、千種川と佐用川の合流点に新た
なスペースが創出できることから、このスペース
に復興祈念碑を誘致し、「復興ひろば」と位置づけ、
佐用町と協働して整備を行うこととしています。
４－３　中心市街地地区
　平成21年台風第 9号による被害が甚大であった
佐用町中心市街地では、河川改修に併せ、市街地
の復興を支援するため、河川改修で整備する河川
管理用通路等を活用したリバーウォーキングコー
スを整備することとしました。
　ウォーキングコースのコース設定や沿道の魅力
づくり等に取り組むにあたっては、地域の参画と
協働を得るため、佐用川での取り組みやウォーキ
ングコース整備に向けた検討状況などの情報発信
を行うニュースレターを地域住民とともに発行し
ています（図－４ ）。

図－ ４　ニュースレター・缶バッジ写真－ ５　久崎地区整備状況

図－ ３　久崎地区整備概要図

写真－ ４　植樹会（Ｈ26. 3 . 6 ）の参加者

被災状況
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　また、ニュースレター発行のほか、川に興味を
もってもらうための取り組みとして、「大好き、
佐用川。」をキャッチコピーに、オリジナルキャ
ラクターをつくり、缶バッジとして配布するなど、
持続的に川への意識を保持させる取組みを行って
います。
４－４　大垣内地区

ンドを整備し、両エリアに地域で選んだ樹木の植
樹、また、小学校児童が描いた水生生物の絵を配
した案内看板を設置するなど、完成後も慣れ親し
んでいただくための工夫を凝らしました。
　去る平成26年 4 月21日に地元自治会、周辺住民、
幕山小学校全校児童を招待し、完成記念式典を開

写真－ 7　小学校児童による植栽

図－ ６　水路整備エリア概要図

写真－ ６　ワークショップの様子

図－ ５　ワンド整備エリア概要図

ワンド整備エリア

水路整備エリア

　過去から自治会が中心となり、地域
ぐるみでホタルの保全に取り組んでき
た佐用町大垣内地区を流れる幕山川で
は、このホタルを地域のシンボルとし
て守るため、幕山川の環境保全、特に
ホタルの保護について、地域からの声
が大きかった。
　このことから、地域住民とともに、
洪水に左右されないホタル等の生息環
境を新たに創出する効果的な整備計画
や、整備した施設の機能を持続的に維
持していくための維持管理、地域の子
供たちの環境学習の場としての活用方
策等について検討しました。
　その結果、改修後も地域の方々が愛
着を持てる河川となるよう、子供たち
の環境学習や、水害の教訓を語り継ぐ
防災学習の場として、旧河川敷にホタ
ル水路やワンドを配した「大垣内ふれ
あいの水辺公園」を計画し、施設整備
を行うこととしました。
　水辺公園は、水路整備エリアにはホ
タル水路を、ワンド整備エリアにはワ



（36） 第 788 号 防 災 平 成 27 年  2  月  1  日

《各県コーナー》

催しました。当日は、今後もこの公園や : 河川に
愛着を持っていただくことを念頭に、小学校児童
による植樹などを行いました。

５ ．おわりに
　平成21年台風第 9号災害を契機に実施している
緊急河道対策が終盤に差し掛かり、災害からの復
旧は順調に進捗しています。
　このような大規模災害では、地域住民の方々の
安全・安心を確保するため、できる限り早期に公

共施設の復旧等を行い、洪水を安全に流下させる
ための治水事業を完了させることが最重要課題で
あります。
　しかし、大規模な災害であったからこそ、災害
からの復旧だけでなく、本当の意味での復興を成
し遂げることが重要であり、にぎわいを取り戻し、
更なる魅力向上に資する取り組みを地域住民、地
元市町と協働して、実施していくことも重要であ
ります。
　県では、今回紹介した取組みとともに、公共施
設に愛着を持ってもらえるよう地元の住民や小学
生等を対象とした体験型の現場見学会（重機操作、
鉄筋組立等）などを開催しています。
　この大規模な河川改修とこれらさまざまな取組
みにより、佐用町が甚大な災害からの復興を遂げ
ることを心から願うとともに、地域住民の方々
や、佐用町を訪れる方々に、魅力的なまちになっ
た、活気が出たと感じていただければと考えてい
ます。
　最後になりますが、平成21年台風第 9号災害か
ら生まれ変わった佐用町に一人でも多くの方に足
を運んでいただければ幸いです。

写真－ 8　小学校児童対象の見学会
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